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平
成
17
年
あ
さ
ぎ
り
町　

消
防
団
出
初
式

　

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
（
鬼
塚
孝

団
長
以
下
、
７
１
４
名
）
の
出
初

式
が
、
１
月
５
日
霜
が
溶
け
や
ま

ぬ
向
町
河
川
公
園
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
法
被
姿
の
14
ヶ
分
団

員
が
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
消
防

ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
に
よ
る
堂
々
の

分
列
行
進
で
始
ま
り
、
鬼
塚
団
長

よ
り
犬
童
町
長
へ
人
員
報
告
後
殉

職
消
防
団
員
の
霊
に
黙
祷
、
町
長

式
辞
、
団
長
訓
辞
、
来
賓
祝
辞
と

続
き
、
退
職
消
防
団
員
へ
の
銀
杯

報
償
伝
達
、
県
消
防
協
会
な
ど
の

各
種
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
河
川
公
園
に
は
、
地
元

分
団
を
応
援
す
る
多
く
の
方
々
が

見
守
る
中
、
通
常
点
検
、
上
中
学

校
、
深
田
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
・
岡
原
斉
堂
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
町
内
の

幼
年
消
防
４
ク
ラ
ブ
（
る
り
光
保

育
園
、
専
立
寺
保
育
園
、
早
苗
保

育
園
、
岡
原
保
育
所
）
が
通
常
点

検
を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て
各

分
団
の
名
誉
を
か
け
た
放
水
競
技

が
、
公
園
内
を
２
会
場
に
分
か
れ

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

☆
優
勝　

 

第
11
分
団
１
部（
阿
蘇
）

☆
２
位　

 

第
11
分
団
２
部（
屯
所
）

　

３
位　

 

第
３
分
団
２
部（
今
井
）

　

４
位　

 

第
２
分
団
１
部（
榎
田
）

　

５
位　

 

第
12
分
団
２
部（
寺
池
）

※ 

第
11
分
団
１
部
は
、
昨
年
の
町

操
法
大
会
優
勝（
郡
大
会
優
勝
・

県
大
会
４
位
）
に
続
い
て
の
連

続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

○
ポ
ン
プ
車
の
部

☆
優
勝　

 

第
６
分
団
１
部
（
大
正

町
・
本
町
）

　

☆ 

小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
の
第

11
分
団
１
部
と
２
位
の
同
分

団
２
部
並
び
に
ポ
ン
プ
車
の

部
優
勝
の
第
６
分
団
１
部
は

１
月
11
日
に
多
良
木
町
で
開

催
さ
れ
る
平
成
17
年
上
球
磨

消
防
団
連
合
会
放
水
競
技
大

会
に
町
代
表
と
し
て
出
場
さ

れ
ま
し
た
。

て
小
型
ポ
ン
プ
の
部
38
部
、
ポ

ン
プ
車
の
部
３
部
、
計
41
チ
ー

ム
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
強
風

も
あ
ま
り
吹
か
ず
放
水
競
技
に

は
ま
ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
シ
ョ

ン
。
な
か
に
は
、
全
身
に
水
を

か
ぶ
り
な
が
ら
頭
上
の
標
的
籠

に
向
け
て
放
水
す
る
チ
ー
ム

も
あ
り
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
声

援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

熱
戦
の
放
水
競
技
を
制
し
た
の
は

　
　
　

第
11
分
団
１
部
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）、

　
　
　

第
６
分
団
１
部
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）

１秒を争い猛ダッシュ

岡原保育所幼年消防クラブ

上消連放水競技大会出場分団推戴

放水競技

　

放
水
競
技
大
会
の
上
位
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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上
球
磨
消
防
署
管
内
（
あ
さ
ぎ

り
町・多
良
木
町・湯
前
町・水
上
村
）

４
町
村
の
各
消
防
出
初
式
放
水
競

技
大
会
の
優
勝
・
準
優
勝
分
団
（
ポ

ン
プ
車
は
優
勝
の
み
）
が
出
場
す
る
、

毎
年
恒
例
の
上
球
磨
消
防
団
連
合

会
放
水
競
技
大
会
が
、
１
月
11
日

多
良
木
町
多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
第
11
分
団
第
１
部
（
阿
蘇
地
区
）

と
第
11
分
団
第
２
部
（
屯
所
地
区
）、

ポ
ン
プ
車
の
部
に
第
６
分
団
第
１
部

（
大
正
町
・
本
町
地
区
）
が
出
場
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
各
町
村
代
表
８

チ
ー
ム
中
、
３
番
目
に
登
場
し
た
第

11
分
団
第
１
部
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
唯
一２
分
を
切
る
総
合
成
績（
タ

イ
ム
）
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
昨
年
の
球
磨
郡
消
防
操
法
競

技
大
会
を
制
し
、
県
大
会
で
も
４
位

に
入
賞
し
た
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
放

水
競
技
で
も
上
球
磨
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
じ
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

出
場
し
た
同
分
団
第
２
部
は
健
闘

し
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
５
位
と
入

賞
を
逃
が
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
出
場
し

た
第
６
分
団
第
１
部
は
、
ち
ょ
う
ど

強
く
な
っ
た
無
情
の
寒
風
に
も
負
け

ず
見
事
な
放
水
技
術
で
２
位
に
入

り
ま
し
た
。

○ 

出
場
分
団
の
各
選
手
は
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

優
勝

　

 

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
第
11
分
団

第
１
部
（
阿
蘇
地
区
）

　
　

指
揮
者　

仁
田
原
裕
輝

　
　

１
番
員　

平
野
国
利

　
　

２
番
員　

平
田
秀
弘

　
　

３
番
員　

別
府
裕
介

　
　

４
番
員　

谷
川
正
翁

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

５
位

　

 

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
第
11
分
団

第
２
部
（
屯
所
地
区
）

　
　

指
揮
者　

佐
藤
紀
吉

　
　

１
番
員　

野
田
祐
一

　
　

２
番
員　

福
田
哲
朗

　
　

３
番
員　

万
江　

毅

　
　

４
番
員　

田
崎
洋
一
郎

・
ポ
ン
プ
車
の
部　

２
位　

　

 

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
第
６
分
団

第
１
部
（
大
正
町
・
本
町
地
区
）

　
　

指
揮
者　

松
岡
盛
人

　
　

１
番
員　

上
村
哲
司

　
　

２
番
員　

弥
永
基
文

　
　

３
番
員　

森
下
高
徳

　
　

４
番
員　

大
坪
哲
也

　
　

５
番
員　

満
石
良
彦

　
　

６
番
員　

井
上
隆
宣

第
11
分
団
の
勢
い
止
ま
ら
ず
！

　
　
　

上
球
磨
消
防
団
連
合
会
放
水
競
技
大
会
で

　
　
　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
・
ポ
ン
プ
車
の
部
２
位

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

退
職
者
報
償
（
銀
杯
）

 
 

氏
名　

勤
続
年
数

元
分
団
長
（
上
） 
馬
場
裕
次 

21

元
分
団
長
（
上
） 
上
渕
英
明 

22

元
副
分
団
長
（
上
） 
西　

信
行 

22

元
副
分
団
長
（
上
） 

土
屋
正
則 

23

元
部
長
（
上
） 

豊
永
誠
一 
19

元
部
長
（
上
） 

池
上
聖
吾 
20

元
部
長
（
上
） 

冨
家
正
幸 

17

元
班
長
（
上
） 

溝
口
一
則 

24

元
班
長
（
上
） 

柳
本
頼
光 

16

元
班
長
（
上
） 

山
本
祐
二 

20

元
班
長
（
上
） 

告
森
丈
嗣 

20

元
班
長
（
上
） 

池
上
勇
一
郎 

17

元
班
長
（
上
） 

井
手
憲
一
郎 

16

元
班
長
（
上
） 

亀
鶴
信
之 

16

元
班
長
（
上
） 

蓑
田
憲
一 

21

元
団
員
（
上
） 

西
村
義
孝 

19

元
団
員
（
上
） 

高
田
潤
史 

16

元
分
団
長
（
深
田
） 

上
村
好
生 

20

元
分
団
長
（
深
田
） 

大
塚
保
則 

16

元
分
団
長
（
深
田
） 

山
本
正
文 

15

熊
本
県
消
防
協
会
功
績
章
（
20
年
）

第
２
分
団
１
部 

団
員 

深
水
昌
彦

第
３
分
団
３
部 

団
員 

白
川
武
道

第
４
分
団
１
部 

団
員 

松
岡
真
介

第
５
分
団
１
部 

班
長 

山
内　

悟

第
６
分
団
２
部 

部
長 

吉
田　

聡

第
６
分
団
２
部 

班
長 

山
本
浩
二

第
10
分
団 

分
団
長 

深
松　

守

第
10
分
団
１
部 

班
長 

宮
原
範
行

第
10
分
団
１
部 

班
長 

杉
本
栄
喜

第
10
分
団
２
部 

部
長 

中
村
雄
治

第
14
分
団
１
部 

団
員 

谷
川
征
一

熊
本
県
消
防
協
会
勤
績
章
（
15
年
）

第
１
分
団
２
部 

班
長 

豊
永
紀
広

第
１
分
団
２
部 

団
員 

岩
本
博
文

第
１
分
団
３
部 

部
長 

皆
越　

亀

第
１
分
団
３
部 

班
長 

溝
口
羊
一

第
１
分
団
３
部 

団
員 

宇
野
哲
夫

第
２
分
団
３
部 

班
長 

深
水
義
信

第
３
分
団
２
部 

部
長 

山
内　

武

第
４
分
団
２
部 

班
長 

中
村
幸
二

第
４
分
団
２
部 

班
長 

藤
原
正
博

第
５
分
団
１
部 

班
長 

永
井
浩
二

第
５
分
団
１
部 

団
員 

中
村
健
一

第
５
分
団
１
部 

団
員 

中
村
博
隆

第
５
分
団
１
部 

団
員 

小
見
田
美
憲

第
５
分
団
２
部 

班
長 

米
谷
慶
一
朗

第
６
分
団
１
部 

班
長 

皆
越
博
文

第
７
分
団
１
部 

班
長 

奥
添
幸
治

第
８
分
団
１
部 

団
員 

落
合
浩
文

第
８
分
団
３
部 
班
長 

村
山
雅
一

第
８
分
団
３
部 
班
長 

城
本
龍
一

第
８
分
団
３
部 
班
長 

村
田
大
志

第
９
分
団
２
部 

班
長 
福
屋
栄
二
郎

第
10
分
団
３
部 

班
長 
福
田
秀
勝

第
10
分
団
３
部 

班
長 

岩
見
誠
也

第
11
分
団 

副
分
団
長 

井
手
年
弘

第
11
分
団
２
部 

班
長 

石
塚
利
和

第
11
分
団
２
部 

団
員 

石
川
淳
一

第
12
分
団
１
部 

団
員 

富
田　

立

第
13
分
団
１
部 

団
員 

岩
川
淳
一

第
14
分
団
１
部 

班
長 

溝
辺
康
仁

第
14
分
団
２
部 

部
長 

荒
川
一
夫

熊
本
県
消
防
協
会
球
磨
支
部
長

優
良
活
動

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団

熊
本
県
消
防
協
会
球
磨
支
部
長

功
績
章
（
25
年
）

本
部 

指
揮
隊
長 

遠
山
好
勝

第
４
分
団 

副
分
団
長 

畑　

尊
倫

第
４
分
団
３
部 

団
員 

槻
木
繁
光

第
12
分
団 

副
分
団
長 

恒
松
慎
治

熊
本
県
消
防
協
会
球
磨
支
部
長

勤
続
章
（
15
年
）

第
１
分
団
２
部
班
長 

豊
永
紀
広

第
１
分
団
２
部
団
員 

岩
本
博
文

第
１
分
団
３
部
部
長 

皆
越
亀

第
１
分
団
３
部
班
長 

溝
口
羊
一

第
１
分
団
３
部
団
員 

宇
野
哲
夫

第
２
分
団
３
部
班
長 

深
水
義
信

第
３
分
団
２
部
部
長 

山
内
武

第
４
分
団
２
部
班
長 

中
村
幸
二

第
４
分
団
２
部
班
長 

藤
原
正
博

第
５
分
団
１
部
班
長 

永
井
浩
二

第
５
分
団
１
部
団
員 

中
村
健
一

第
５
分
団
１
部
団
員 

中
村
博
隆

第
５
分
団
１
部
団
員 

小
見
田
美
憲

第
５
分
団
２
部
班
長 

米
谷
慶
一
朗

第
６
分
団
１
部
班
長 

皆
越
博
文

第
７
分
団
１
部
班
長 

奥
添
幸
治

第
８
分
団
１
部
団
員 

落
合
浩
文

第
８
分
団
３
部
班
長 

村
山
雅
一

第
８
分
団
３
部
班
長 

城
本
龍
一

第
８
分
団
３
部
班
長 

村
田
大
志

第
９
分
団
２
部
班
長 

福
屋
栄
二
郎

第
10
分
団
３
部
班
長 

福
田
秀
勝

第
10
分
団
３
部
班
長 

岩
見
誠
也

第
11
分
団
副
分
団
長 

井
手
年
弘

第
11
分
団
２
部
班
長 

石
塚
利
和

第
11
分
団
２
部
団
員 

石
川
淳
一

第
12
分
団
１
部
団
員 

富
田
立

第
13
分
団
１
部
団
員 

岩
川
淳
一

第
14
分
団
１
部
班
長 

溝
辺
康
仁

第
14
分
団
２
部
部
長 
荒
川
一
夫

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
長
表
彰

優
良
活
動

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
第
３
分
団
１
部

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
第
11
分
団
１
部

※
第
１
〜
第
４
分
団 

上

　

第
５
〜
第
７
分
団 

免
田

　

第
８
〜
第
10
分
団 

岡
原

　

第
11
〜
第
12
分
団 

須
恵

　

第
13
〜
第
14
分
団 

深
田



　

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

男
女
と
も
に
１
３
９
名
、
計
の

２
７
８
名
で
、
会
場
は
晴
れ
着
を

ま
と
っ
た
新
成
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
中
学
卒
業
、
高

校
卒
業
以
来
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
友
人
達
に
、
歓
喜
の
声
を
上
げ

携
帯
電
話
な
ど
で
写
真
を
と
り
あ

う
な
ど
華
や
か
な
若
人
の
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
竹
下
助
役
の
開
式
の

後
、犬
童
町
長
よ
り
式
辞
が
あ
り
、

松
村
参
議
院
議
員
、
尾
方
町
議
会

大
人
へ
の
第
１
歩議

長
よ
り
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
町
か
ら
、
時
計

や
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
、
年
金
な
ど
の

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
成
人
者
を

代
表
し
て
冨
永
恵
美
子
さ
ん
（
吉

井
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
誓
い
と
し
て
、
高
田

悠
さ
ん
（
覚
井
）
が
「
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
謙
虚
な
気
持
ち
で

頑
張
り
た
い
。」
と
話
さ
れ
、
永

田
夏
美
さ
ん
（
庄
屋
）
は
、「
経

験
を
積
み
、
こ
の
町
に
育
っ
た
誇

り
を
も
ち
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
発
展

と
共
に
輝
か
し
い
未
来
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
。」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
語
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

原
田
好
美
さ
ん
（
岡
麓
）
が
交
通

安
全
宣
言
を
行
い
、
上
杉
夢
都
美

さ
ん
（
柳
別
府
）
に
よ
り
新
成
人

者
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
校
区
ご
と
に

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
を
迎
え
た
あ
さ
ぎ
り
町
成
人
式
が
、
１
月
４
日

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
式

平
成
17
年
あ
さ
ぎ
り
町

新成人者謝辞　上杉夢都美さん

新成人者の誓い　高田　悠さん

新成人の誓い　永田　夏美さん
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錦
町
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
第
52
回
球
磨
一
周

市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
が

12
月
19
日
、
８
区
間
５
２
・
８
９

ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
に
郡
市
内
か
ら
20

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
か
ら
は
５

チ
ー
ム
が
出
場
。
あ
さ
ぎ
り
Ａ

チ
ー
ム
が
持
ち
前
の
実
力
を
見
せ

２
時
間
52
分
14
秒
で
優
勝
し
、
あ

さ
ぎ
り
町
が
発
足
し
た
昨
年
に
続

い
て
の
２
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
錦
町
役
場
前

初
冬
の
球
磨
路
を
２
連
覇
達
成
！

優
勝
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ
チ
ー
ム
、
Ｂ
チ
ー
ム
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
チ
ー
ム
６
位
入
賞
の
大
健
闘

第
52
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

が
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
な
っ
た

た
め
、
中
学
生
区
間
（
４
・
３
５

ｋ
ｍ
）
が
「
花
の
１
区
」
と
な
り

ま
し
た
。
各
市
町
村
の
中
学
生

エ
ー
ス
が
競
う
こ
の
区
間
は
、
中

盤
か
ら
終
盤
に
か
け
て
上
位
７

チ
ー
ム
が
約
30
秒
差
内
で
し
の
ぎ

を
削
る
混
戦
模
様
の
レ
ー
ス
展
開

と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
Ａ
チ
ー
ム
は
、
１

区
で
５
位
と
や
や
出
遅
れ
た
も
の

の
、
２
区
で
は
村
上
勝
紀
選
手

（
多
良
木
高
校
２
年
）
が
猛
追
開

始
。
地
元
商
店
街
で
の
熱
い
声
援

を
受
け
、
４
人
を
抜
く
区
間
賞
の

快
走
で
ト
ッ
プ
を
奪
い
独
走
態
勢

へ
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。
修
学
旅

行
で
練
習
が
で
き
ず
、
前
半
は
足

が
重
か
っ
た
と
い
う
村
上
選
手
で

す
が
、
２
位
に
30
秒
以
上
の
差
を

つ
け
て
３
区
久
間
選
手
へ
と
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
、
大
会
最
優
秀
選
手

賞
に
輝
く
力
走
を
み
せ
ま
し
た
。

　

Ａ
チ
ー
ム
は
４
区
を
走
っ
た
免

田
肇
選
手
（
福
岡
大
）
か
ら
稲
員

悠
選
手
（
信
愛
女
学
院
高
校
）
へ
。

続
く
６
区
の
木
本
選
手
ま
で
３
区

間
連
続
区
間
賞
の
走
り
で
独
走
体

制
を
確
実
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｂ
チ
ー
ム
の
４
区
藤
原

選
手
も
免
田
選
手
と
同
タ
イ
ム
区

間
賞
。
町
内
の
県
道
コ
ー
ス
を
１

位
・
２
位
で
通
過
し
、
沿
道
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｂ
チ
ー
ム
が
３
位
、
Ｃ

チ
ー
ム
が
６
位
入
賞
と
健
闘
し
ま

し
た
。

☆
総
合
成
績
（
敬
称
略
）

優
勝　

あ
さ
ぎ
り
町
Ａ　

　
　

２
時
間
52
分
14
秒

（
和
泉
貴
大
、
村
上
勝
紀
、
久
間

章
弘
、
免
田
肇
、
稲
員
悠
、
木
本

和
寛
、
石
本
信
一
郎
、
大
坪
真
斗
）

（
※
あ
さ
ぎ
り
町
と
し
て
は
２
年

連
続
、
合
併
前
の
旧
免
田
町
か
ら

は
３
年
連
続
優
勝
）

２
位　

錦
町
Ａ　

　
　
　

２
時
間
54
分
31
秒

３
位　

あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ　

　
　
　

２
時
間
56
分
30
秒

（
橋
本
龍
之
介
・
椎
葉
直
之
・
上

田
貴
祐
・
藤
原
義
隆
・
橋
本
彩
加
・

山
口
智
和
・
緒
方
章
人
・
樅
木
和

義
）

６
位　

あ
さ
ぎ
り
町
Ｃ

（
和
泉
達
也
・
宮
原
大
亨
・
山
口

達
也
・
坂
井
博
光
・
和
泉
嘉
奈
・

中
竹
健
次
・
深
松
勇
貴
・
山
内
康
）

15
位　

あ
さ
ぎ
り
町
Ｅ

（
柳
本
真
之
介
・
中
神
洋
一
郎
・

松
永
勇
樹
・
前
田
洋
・
森
口
佳
央

里
・
永
井
英
治
・
岩
崎
和
志
・
牧

野
大
地
）

16
位　

あ
さ
ぎ
り
町
Ｄ

（
那
須
洋
亮
・
福
山
至
・
落
合
佑
樹
・

中
村
幸
人
・
恒
松
美
和
子
・
犬
童

哲
人
・
松
坂
酉
起
・
米
良
隆
夫
）

最優秀選手　村上勝紀さん

見事優勝を飾ったあさぎりＡチーム
写真前列目左から１区・和泉貴大、２区・村
上勝紀、３区・久間章弘、４区・免田肇、５区・
稲員悠。後列左から北川マネージャー、７区・
石本信一郎、８区・大坪真斗、桑原監督（敬
称略）

い
た
だ
け
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
。 区間賞リレーとなった第４中継所

免田選手から稲員選手へ

ピースサインでゴール大坪選手
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福
祉
の
輪
を
広
げ
よ
う

あ
さ
ぎ
り
町
福
祉
ま
つ
り　
　
　
　

み
ん
な
で
「
七
草
が
ゆ
を
作
ろ
う
」

あ
さ
ぎ
り
町
地
域
子
ど
も
教
室
実
行
委
員
会　
　
　
　

楽
し
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
劇
団
「
わ
ら
び
座
」
公
演　
　
　
　

　

あ
さ
ぎ
り
町
福
祉
ま
つ
り
が
12
月
５

日
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

　

12
月
８
日
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
に
お
い
て
、
平
成

16
年
度
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
普
及
功
労

者
顕
彰
会
が
開
催
さ
れ
、
水
長
つ
ぼ
み
さ
ん
（
築

地
）、
兼
田
桃

子
さ
ん
（
黒

田
）、
赤
坂
政

子
さ
ん（
黒
田
）

が
熊
本
県
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
協
会
長
か

ら
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
普
及
功

労
者
賞
と
し
て

　

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
と
し

て
、12
月
12
日
全
国
で
活
躍
中
の
劇
団「
わ

ら
び
座
」
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

　

１
月
15
日
深
田
校
区
公
民
館
「
せ
き
れ

い
館
」
に
お
い
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
地
域
子

ど
も
教
室
実
行
委
員
会
主
催
の
「
七
草
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
５
２
３
名
が
出
席
し
行
わ
れ
、
受
賞

者
を
は
じ
め
各
地
区
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
３
人
の
方
々
も
「
草
津
ぶ
し
」
の
踊
り

を
披
露
、
ス
テ
ー
ジ
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

３
人
は
、
若
か
り
し
頃
か
ら
の
仲
良
し
で
、
免

田
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
に
在
籍
。
同
ク
ラ
ブ

は
昭
和
57
年
に
創
部
さ
れ
会
員
14
名
、
他
市
町

村
の
高
齢
者
教
室
や
、
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
慰
問
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
さ
れ

た
３
人
は
創
部
当
時
か
ら
活
動
さ
れ
、
永
年
の
功

績
に
対
し
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

とても仲のいい御三方です

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
町
長
の
犬
童
卓
一
郎
社

会
福
祉
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
来
賓
祝
辞
の
後
、
地
域
福
祉
功
労

者
・
永
年
勤
続
功
労
者
・
家
族
介
護
功
労

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
方
言
研
究
家
の
前
田
一
洋
さ
ん

に
よ
る
「
あ
さ
ぎ
り
町
の
偉
大
な
先
覚
者

稲
富
三
郎
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
平
均
年
齢
77
才
歳
の
お
達
者
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
も
あ
り
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

お達者クラブによるハンドベル演奏

熊野を舞台にしたミュージカル
でした

「うまかー !」と言ってあっとい
う間になくなってしまいました

水
長
さ
ん
、
兼
田
さ
ん
、
赤
坂
さ
ん
が
受
賞

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
普
及
功
労
者
表
彰　
　
　
　

カ
ル
『
き
ら
き
ら
風
の
旅
冒
険
』
が
上
演

さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
観
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

物
語
は
、
都
会
か
ら
自
然
と
神
秘
に
あ

ふ
れ
、
不
思
議
な
「
生
き
る
力
」
に
満
ち

た
紀
伊
山
地
に
囲
ま
れ
た
熊
野
に
や
っ
て

き
た
少
年
が
、「
風
子
」
と
名
付
け
ら
れ

た
イ
ヌ
ワ
シ
の
ヒ
ナ
の
巣
立
ち
を
通
じ
て

食
と
命
の
大
切
さ
を
知
り
、
友
情
に
芽
生

え
成
長
す
る
姿
を
現
代
の
子
ど
も
達
に
伝

え
る
内
容
で
、
会
場
と
一
体
と
な
っ
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

ゆ
を
作
ろ
う
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
草
が
ゆ
は
、
正
月
の
７
日
に
摘
ん
だ

春
の
七
草
（
せ
り
、
な
ず
な
、
ご
き
ょ
う
、

は
こ
べ
ら
、
ほ
と
け
の
ざ
、
す
ず
な
、
す

ず
し
ろ
）
を
そ
の
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ

て
お
か
ゆ
に
入
れ
て
食
べ
る
も
の
で
、
お

正
月
に
酷
使
し
た
胃
腸
を
癒
す
目
的
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
深
田
校
区
内
の

小
学
生
28
人
で
、
始
め
に
天
子
の
水
公
園

へ
七
草
摘
み
を
し
、
食
生
活
改
善
推
進
委

員
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
指
導

の
も
と
七
草
が
ゆ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
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先
輩
と
郷
土
料
理
を
作
ろ
う
！　
　
　
　

南
稜
高
校
生
徒
と
深
田
中
３
年
生
と
の
交
流
教
室　
　
　
　

免
田
中
金
山
さ
ん
、
犬
童
さ
ん
が
人
権
作
文
で
受
賞

　

12
月
４
日
・
５
日
に
松
橋
町
で
開
催
さ

れ
た
第
30
回
九
州
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
熊
本
支
部
予
選
に
、
免
田
中
学
校
吹

奏
楽
部
か
ら
中
学
校
の
部
に
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
四
重
奏
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

で
出
場
さ
れ
、
共
に
金
賞
を
受
賞
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
四
重
奏
で
は
92
チ
ー
ム
の
頂
点

と
な
る
出
田
杯
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
に
は
２
年
生
の

中
村
菜
摘
さ
ん
、
那
須
帆
菜
美
さ
ん
、
１

年
生
の
深
水
李
沙
さ
ん
、
上
田
夏
菜
子
さ

ん
が
出
場
さ
れ
、三
浦
真
理
作
曲「
ク
ロ
ー

バ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」よ
り
２
曲
を
演
奏
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
３
年
生
が
主
に
出
場
し

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
野
菜
で
郷
土
料
理

を
楽
し
み
、伝
え
て
い
こ
う
と
12
月
10
日
、

深
田
中
学
校
で
３
年
生
18
名
と
南
稜
高
校

生
活
経
営
科
の
３
年
生
６
名
と
の
交
流
会

ま
す
が
、
１
年
生
と
２
年
生
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
で
臨
み
見
事
金
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
四
重
奏
に
は
、

３
年
生
の
中
村
恵
理
子
さ
ん
、
２
年
生
の

柳
瀬
由
花
さ
ん
、
福
永
千
尋
さ
ん
、
丹
後

真
奈
実
さ
ん
が
出
場
さ
れ
、
Ｈ
．
フ
ィ
ル

モ
ア
作
曲「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

よ
り
２
曲
を
演
奏
さ
れ
、
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

免
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
、

小
・
中
・
高
校
・
大
学
・
職
場
・
一
般
の

部
の
中
か
ら
１
チ
ー
ム
だ
け
に
与
え
ら
れ

る
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
出
田
杯
に
初
出
場

な
が
ら
輝
き
、
九
州
大
会
代
表
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

九
州
大
会
中
学
校
の
部
は
２
月
12
日
福

岡
県
飯
塚
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
と
は
通
常
２
人
か
ら
８
人
程
度
で

成
立
す
る
演
奏
形
式
の
事
で
、
少
人
数
の

演
奏
故
に
個
々
の
責
任
が
重
く
個
々
の
技

術
が
重
視
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
緊
張
し
す

ぎ
ず
、
大
舞
台
を
楽
し
ん
で
演
奏
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

これからも素晴らしい演奏で観客を魅了して
ください

2人とも素晴らしい
作文でしたとても美味しそうでした

免
田
中
吹
奏
楽
部
が
初
出
場　
　
　
　

初
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

第
30
回
九
州
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
支
部
予
選　
　
　
　

た
。

　

ま
た
、
同
中
学
校
２
年
の
犬
童
有
香
さ

ん
が
同
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
人
吉
球
磨
大
会

で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

金
山
さ
ん
は
「
外
国
籍
と
日
本
籍
」
と

題
し
て
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

に
つ
い
て
書
き
、
い
ろ
ん
な
国
の
い
ろ
ん

な
文
化
を
持
つ
人
々
が
楽
し
く
、
協
力
し

な
が
ら
生
活
で
き
れ
ば
一
番
幸
せ
な
こ
と

だ
と
思
う
と
述
べ
ら
れ
、
犬
童
さ
ん
は
修

学
委
旅
行
で
訪
れ
た
沖
縄
で
感
じ
た
『
戦

争
』
に
お
け
る
人
権
、
命
の
在
り
方
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
深
田
中
学
校
と
南
稜

高
校
は
毎
年
学
校
田
で
の
田
植
え
作
業
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
て
お
り
、
こ
の
日
の

郷
土
料
理
作
り
は
初
め
て
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

　

調
理
室
に
エ
プ
ロ
ン
姿
で
集
合
し
た
深

田
中
３
年
生
を
前
に
や
や
緊
張
気
味
で
地

元
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
で
あ
る
「
つ
ぼ

ん
汁
」、「
ま
ぜ
ご
は
ん
」
な
ど
の
レ
シ
ピ

を
説
明
し
た
南
稜
校
６
名
は
、
５
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
料
理
実
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
お
味
は
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
16
年
度
全
国
中
学
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
に
お
い
て
、
免
田
中

学
校
３
年
の
金
山
洋
子
さ
ん
（
住
宅
）
が

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
熊
本

県
人
権
擁
護
連
合
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
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★ 犬の放し飼いは、しないようにしましょう
　柵等で囲まれた飼い主の敷地内、室内等を除いて、

犬の放し飼いはしないようにしましょう。

　また、首輪が抜けたり、鎖等がはずれないよう日々

点検し、犬が逃げ出さないように注意しましょう。

人に危害を与えた場合は重大な責任を負うことにな
ります！！

★ 飼い犬も家族の一員です、正しいしつけと愛情を欠かさず、飼い主として
　 の責任を持って飼いましょう

　隣や周囲の人に迷惑を掛けることなく、楽しく快適に暮らすためにも

しつけは欠かせません。

命あるものである犬の飼い主としての責任を十分に自覚し、愛情と責任
をもって最後まで飼いましょう。

★ 犬の散歩をする場合には、引き運動を行いましょう
　 また、ビニール袋等を用意しフンの後始末をしましょう

　野外で運動させる場合には、引き運動を行い、犬を制御できる者が行

いましょう。

　また、運動時にはビニール袋等を必ず用意しフンの後始末を適切に処

理し、清潔を保ち、周辺の生活環境の保全に努めましょう。

★ 必ず登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう
　生後３ヶ月以上の犬については登録をしなければなりません。

（＊室内犬であっても必ず登録が必要です。）　

　「狂犬病」は犬だけの病気でなく「人」にも感染します。発病後の有効な

治療法はなく発病後数、日以内にほぼ１００％が死亡する病気です。

　飼い主には、１年に１度注射を受けさせる義務があります。「人」への感

染を未然に防止するため、必ず予防注射を受けさせましょう。

★ どうしても継続して飼育する事が困難となった犬の回収について
　事前に届け出をし、毎週火曜日午前９時までに環境保全課へ預けて下さい。

大型犬については、直接人吉保健所（☎：22－３１０７）へお連れください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈お問い合わせ先〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさぎり町環境保全課　☎ 45 －７２１７（直通）

愛犬はルールを守って正しく飼いましょう !!
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　平成１６年１２月１日の一斉改選により４４名の民生委員・児童委員が誕生しました。
３年間よろしくお願いします。

■民生委員・児童委員の仕事
　○民生委員・児童委員は地域における相談・支援のボランティアです。
　○社会奉仕の精神をもって住民からの相談に応じたり、住民が尊厳をもってその人らしい自立した生活ができる　
　　ように支援を行うことによって、誰もが安心して暮らすことのできる地域社会づくりをめざします。

新民生委員・児童委員の方々と担当地区を紹介いたします（敬称略）

４４名の新民生委員・児童委員が決定

校
区

役
職

氏
名

担
当
地
区

上

民
生
児
童
委
員

中
竹
喜
八
郎

榎
田
・
清
水

民
生
児
童
委
員

原
口　

芳
久

永
山
、
狩
所

民
生
児
童
委
員

谷
口　

頼
利

井
上
、
下
永
里
、
塚
之
脇

民
生
児
童
委
員

早
川
ツ
ル
ミ

永
里
、
上
永
里

民
生
児
童
委
員

月
足
チ
ド
リ

上
西
、
下
西

民
生
児
童
委
員

那
須　

重
信

堀
角

民
生
児
童
委
員

吉
田　

義
光

今
井

民
生
児
童
委
員

高
松　

幸
子

柳
別
府
、
石
坂

民
生
児
童
委
員

國
政　

節
子

神
殿
原
、
平
和

民
生
児
童
委
員

犬
童　

武
子

 

麓
・
秋
時

民
生
児
童
委
員

三
枝　

正
子

皆
越

主
任
児
童
委
員

犬
童　

京
子

免
田

民
生
児
童
委
員

川
邊　

昭
美

大
正

民
生
児
童
委
員

谷
口　

裕
子

八
幡

民
生
児
童
委
員

尾
方　

清
人

築
地

民
生
児
童
委
員

松
下　

祐
子

吉
井

民
生
児
童
委
員

嘉
村　

淳
子

吉
井

民
生
児
童
委
員

福
山
カ
ツ
エ

吉
井

民
生
児
童
委
員

冨
永
二
三
子

久
鹿

民
生
児
童
委
員

川
重　

英
昭

二
子

民
生
児
童
委
員

税
所　
　

守

八
幡

民
生
児
童
委
員

坂
田　
　

幸

本
町

民
生
児
童
委
員

桑
原　

幹
男

黒
田

民
生
児
童
委
員

田
中
ム
ス
ブ

永
才

民
生
児
童
委
員

藤
島　

昌
代

下
乙

主
任
児
童
委
員

内
尾　

勝
子

主
任
児
童
委
員

野
口　

辰
紘

校
区

役
職

氏
名

担
当
地
区

岡
原

民
生
児
童
委
員

季
平　

聖
也

桧
山
、
別
府

民
生
児
童
委
員

尾
方　

武
代

宮
麓
、
熊
野

民
生
児
童
委
員

柳
川　

勝
利

竹
野

民
生
児
童
委
員

上
田　

昭
子

斉
堂
、
開
墾

民
生
児
童
委
員

村
田
ア
キ
エ

福
留
、
岡
麓

民
生
児
童
委
員

田
中　

英
子

永
岡

主
任
児
童
委
員

宮
原　

邦
子

須
恵

民
生
児
童
委
員

梅
田　

憲
一

屯
所
（
浜
の
上
）、
寺
池
（
中

島
、
竹
原
、
川
瀬
）

民
生
児
童
委
員

前
岡
ツ
ル
エ

屯
所
（
屯
所
）、
阿
蘇
（
諏

訪
原
、
阿
蘇
、
平
山
、
松
尾
、

中
谷
）

民
生
児
童
委
員

今
田　

正
道

屯
所
（
湯
の
原
）、
覚
井
（
今

村
、
石
坂
、
上
手
）

主
任
児
童
委
員

愛
甲　

文
子

覚
井

深
田

民
生
児
童
委
員

谷
山　

哲
安

永
峰
、加
茂
、荒
茂
、柳
の
内
、 

椿
坂
団
地

民
生
児
童
委
員

西　
　

昭
一

下
里
、
内
山

民
生
児
童
委
員

村
山　

盛
一

草
津
山
、
城
、
新
深
田
、

鷺
巣

民
生
児
童
委
員

那
須　

千
鳥

植
深
田
、
庄
屋

民
生
児
童
委
員

多
田
千
惠
子

古
町
、
向
町
、
小
枝
、
上
里

主
任
児
童
委
員

高
田　

幸
子
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あ
さ
ぎ
り
町
奨
学
金
の
お
知
ら
せ

　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
町
内
の
将
来

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
目
的
で
、

高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
生
徒
の

う
ち
、
学
校
納
付
金
等
の
支
払
い
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
て

奨
学
金
貸
与
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
、
高
校
及
び

大
学
等
に
進
学
予
定
の
中
学
３
年
生

ま
た
は
高
校
３
年
生
（
高
校
ま
た
は

大
学
等
の
在
学
生
を
含
む
）
で
奨
学

金
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

事
項
に
ご
留
意
の
う
え
、
奨
学
金
貸

与
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

１
．
貸
与
対
象
者　

あ
さ
ぎ
り
町
に

生
活
の
本
拠
を
有
し
、
２
年
以
上
在

住
す
る
者
の
子

※
た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
制
度
を
利

用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
併
用
で
き
ま

せ
ん

２
．
奨
学
金
の
額
及
貸
与
期
間

【
１
】
大
学
生
（
短
大
生
）

　

月
額　

４
０
，
０
０
０
円
以
内

【
２
】
高
等
専
門
学
校
生　

　

月
額　

３
０
，
０
０
０
円
以
内

【
３
】
各
種
専
門
学
校
生　
　
　
　

　

月
額　

３
０
，
０
０
０
円
以
内

【
４
】
高
校
生　

　

月
額　

１
５
，
０
０
０
円
以
内

貸
与
期
間
は
、
奨
学
生
が
在
学
す
る

学
校
の
正
規
の
修
学
期
間
と
し
ま
す

（
修
学
年
数
が
異
な
る
場
合
は
、
そ

の
学
校
の
修
学
期
間
と
し
ま
す
）

３
．
返
還
方
法　

卒
業
１
年
後
（
１

年
据
置
）
か
ら
、
貸
与
期
間
の
２
倍

の
期
間
以
内
に
、
無
利
子
で
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

４
．
申
請
方
法　

左
記
の
書
類
を
教

育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

①
奨
学
生
（
予
約
生
）

　

願
書
（
連
帯
保
証
人
２
名
必
要
）

　

推
薦
書
（
在
籍
学
校
長
の
推
薦
）

②
奨
学
生（
予
約
生
）の
保
護
者　

　

世
帯
の
住
民
票
（
謄
本
）

・
納
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書

③
連
帯
保
証
人
（
家
族
以
外
で
あ
さ

ぎ
り
町
内
在
住
の
方
２
名
） 

印
鑑
証

明
書
・
住
民
票
・
納
税
証
明
書
・
所

得
証
明
書

④
合
格
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
写
（
高
校
入
学
の
場
合
は
不
要
）

《
①
と
②
の
用
紙
は
教
育
委
員
会
に

あ
り
ま
す
》

５
．
提
出
期
限　
　

平
成
17
年
２
月

１
日 

〜
３
月
31
日
ま
で

６
．
決
定
通
知
等　

申
請
者
に
文
書

で
通
知
し
ま
す

〈
４
月
上
旬
に
選
考
委
員
会
の
選
考

審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
〉

７
．
提
出
先
及
び
お
問
い
合
せ
先

〒
８
６
８
‐
０
４
０
８

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東

１
１
８
９
番
地
３

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会 

☎
４
５
‐
７
２
２
６　

内
線
２
５
７

　

教
育
総
務
課
奨
学
金
担
当

　あさぎり町教育委員会では、小・中学校における義務教育の円滑な実施を図るため、就学援助制度を行います。
就学援助を希望される方は、次の事項にご留意のうえ申請手続きをお願いいたします。

就学援助制度とは
　経済的な理由によって、就学が困難な児童及び生徒の保護者に対し、学用品費・給食費・修学旅行費・
医療費（学校病のみ）等を援助する制度です。

対　象　者　　
　あさぎり町に住所を有し ､生活保護法の要保護者に準ずる程度の生活困窮世帯で、
　１．生活保護法の停止・廃止
　２．町民税非課税または個人事業税・町民税・固定資産税・国民年金掛金・国民健康保険税の減免を受けている。
　３．児童扶養手当を受けている。
　４．生活福祉資金（旧：世帯更生資金）を借りている。
　５．その他、収入が少ないまたは不安定、災害や長期療養等、特別な事情で生活が苦しく、学校費用の支払
　　　いに困っている世帯です。

申込方法等
　各地区の民生児童委員もしくは学校から配布される就学援助申込書に必要事項を記入のうえ、上記１から上
記４までの対象者の方は各証明書、上記５の対象者の方は世帯全員の町民税・県民税（所得・課税）証明書を
添付してください。
　その際、民生児童委員さんの意見を必ず記入してもらってください。

提出方法等
　２月２３日（水）までに、あさぎり町教育委員会もしくは各地区の民生児童委員に提出してください。

決定通知等
　申請者に文書で通知します。（３月下旬の就学援助認定会議での決定後になります。）

留　意　点
＊　平成１６年度の就学援助制度を利用されている方も新たに申請が必要です。
◎ お問い合わせ　あさぎり町教育委員会 教育総務課 学事係 尾方・坂本（☎ 45-7226）

平成17年度 就学援助のお知らせ

が
ん
ば
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！
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Brett Herrick

Good Luck, 3rd graders!
Hello,everyone!!

February.  What special event or thing happens in 
February?  Actually, all of the Christmas presents you have 
just bought for people now have their bills due, and the 
New Years sensation has kind of worn off.  Yes, Valentines 
Day is close, and it's exciting for couples and women, 
but it's another excuse to spend money!  So, what special 
event happens in February?  Well, pretty much nothing, 
which is why February is the shortest month I think!  We 
have had excitement for the past 3 months with parties 
and Christmas and New Years and more parties, and then 
February hits us!  Like a brick smashed against your face, 
February can be cold and brutal for many people!  Which 
is why at this time I would like to extend some words to 
some people are really stressed out at this time of year.

Soon, all of the 3rd year students at the Junior High 
Schools in Asagiri will be graduating!  While this is 
exciting for them, it can be stressful as well!  They have 
to choose a high school and worry about test scores.  So, 
I would just like to say to the "soon-to-be-"graduates, 
Congratulations!  You are almost done!  Just hang in there 
a few more weeks and your will be on your way to bigger 
and better things!  All of us ALTs in Asagiri are proud of 
you, as I know your parents and family are as well.  Good 
luck in high school and with your future studies!  I have 
seen many of you since you were 1st graders, so this 
year's graduating class is very special to me.  Do your 
best in everything and make everyone proud of you!  
Congratulations!  
(P.S. I don't really hate February.)

　2月には何か特別なことがあるでしょうか。ク

リスマスやお正月は過ぎ、興奮も冷めました。バ

レンタインはカップルには良いでしょうが、お金

がかかるものです。だから2月は一番短いので

しょう。厳しい寒さが身にしみるこの時に、本当

にストレスが多い受験生に私は言葉を送りたいと

思います。

　もうすぐあさぎり町の中学３年生全員が卒業

します。うれしいけれども精神的に大変な時です

ね。進学する高校を決めなくてはいけませんし、

テストの点数を心配する時でもあります。だから

私はこう言ってあげたくなるのです。「もうすぐ

卒業なのだからね。おめでとう！もうすぐ終わる

からね。あともう少し頑張ればいっぱい良いこと

が待っているからね。あさぎり町のＡＬＴは皆、

ご両親やご家族と同じようにあなた方を誇りに

思っています。将来の高校生活に向かって全力を

出して下さい。私はあなた方の多くを中学1年生

の頃から知っているので今年の卒業生がとても

特別なのです。全力で頑張っている皆さんを誇り

に思います。おめでとうございます！」

（追伸：2月もそんなに悪くないですね。）

ＡＬＴ　ブレット・ヘリック

（訳：松尾　眞子）

受験生の皆さん、頑張ってください！
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あさぎり町教育委員会 人権だより No.6

　障害者といってもその種類、症状、程度は様々であり、「身体障害」「知的障害」

「精神障害」の３つに分類されいています。、何らかの障害のある人は、全国で

６００万人を超えており、日本の総人口の約 5％を占めます。いかに多くの方

が生活を営む上で周囲の人の支援や理解を必要としているかが分かります。

意
識
面
の
課
題

　

障
害
者
に
対
す
る
障
害
の
と
ら
え

方
が
、
欠
陥
や
異
常
と
と
ら
え
る
た

め
に
偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
が
虐
待
を
受
け
た

り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
お
り
、
そ
れ

が
表
面
化
し
な
い
場
合
も
多
く
あ
り

ま
す
。

環
境
面
の
課
題

　

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
物
理
的
環

境
が
障
害
の
な
い
人
を
基
準
に
つ
く

ら
れ
て
き
た
た
め
、
何
ら
か
の
障
害

の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
生
活
上
の

不
便
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
他
、
就
学
や
就
職
、
介
護
、

医
療
の
問
題
と
い
っ
た
制
度
に
か
か

わ
る
課
題
や
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
課
題
な
ど
、
障
害

者
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。

生
活
を
支
え
る

　

人
は
皆
支
え
ら
れ
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
は
、
支
え
が

ち
ょ
っ
と
余
計
に
必
要
な
だ
け
な
の

で
す
。

　

障
害
者
用
の
ト
イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
各
種
の
施
設
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
る

人
に
と
っ
て
、
人
の
手
を
借
り
な
く

て
も
用
を
た
し
た
り
、
移
動
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
も
「
支
え
」
で
す
。

共
に
生
き
る

　

共
に
生
き
る
と
は
、
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
す
、
誰
も
が
共
に
生
き
る

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
人
間
だ
け
が

対
象
で
は
な
く
、
自
然
や
地
球
環
境

や
精
神
障
害
者
問
題
も
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
も
ど
こ
か
で
み
ん
な
が
繋
が
っ

て
い
る
か
ら
、自
分
に
引
き
つ
け
て
、

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
「
＊
も
や
い

で
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

障
害
者
と
ひ
と
く
く
り
に
言
っ
て

い
ま
す
が
、
障
害
の
程
度
や
生
き
づ

ら
さ
、
思
い
は
一
人
ひ
と
り
み
な
違

い
ま
す
。
そ
の
違
い
や
多
様
性
を
お

互
い
に
尊
重
し
、
障
害
者
を
特
別
扱

い
せ
ず
、
ご
く
普
通
に
つ
き
合
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
　
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
、

社
会
の
中
で
普
通
に
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
る
。
そ
れ
が
当
た
り
前
の
社
会
で
あ
る
。」（
福
祉
社

会
の
基
本
理
念
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

取
り
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
面
や
意
識
面

の
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を
な
く
す
こ
と
を
言
い
ま
す
。

「最大の罪は、無関心である」
　　　愛の反対は、憎しみではなく無関心です。
　　　そして、最大の罪は、
　　　愛や哀れみを持たないことです。
　　　　　　　　　　　　　　マザー・テレサ

み
ん
な
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
が

あ
た
り
ま
え
の
「
ま
ち
」

障 害 者 の 人 権

＊もやい…助け合い、支え合うこと
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　町では、現在「夢ふくらむまち」をめざして行財政改革に取り組んでいます。そこで、今回も「しょうたくん」、
「しょうたくんのお母さん」、そして、役場に勤めている「こうじさん」の３人の会話を通して改革の内容をわ
かりやすくお知らせしています。第５回目となる今回は町の負債（借金）についてのお話です。

しょうたくん
小学校５年生。イチロー
選手に憧れる野球少年。

こうじさん
町役場に勤めている。
町とお酒と旅行が大好き。

お母さん
しょうたくんのお母さん。
家計を預かるしっかり者。

【 登場人物の紹介 】

第５話　町の支出（歳出）について

　前回は町の負債（借金）についてお話ししました。現在、町の負債残高は約
２２０億円もあり、町では今後、事業の規模や進め方を検討していく必要がある
という説明をしました。今回は町の支出（歳出）についてのお話です。
しょうたくんはこずかいをどんなふうに使っているのかな？

　うん、お菓子やジュース、それからマンガを買ったりしているよ。
でも、今月はちょっと使いすぎて、困っているんだ。

「夢ふくらむまち」をめざして
行財政改革に向けた取り組みについて（その５）

　　うちも、家賃や車のローンなど毎月決まった出費があってやりくりが大変だわ。
　今月はどうやって切り詰めようかしら…。

　町も人件費や施設の維持管理費、負債の返済など必ず支出しなければならないものがあ
ります。今後、町の収入は年々減少していくと予想されるため、無駄な支出をできるだけ
省いたうえで、どのように事業を進めていくかを十分検討する必要があります。
ところで、しょうたくんは、今年のおとし玉で何を買う予定かな。

　ゲームソフトも欲しいけど、新しいグローブもいいなぁ。あと、ラジコンも買いた
いし…。だけど、もらったおとし玉ではどれか１つしか買えないなぁ。
　う～ん。でも、やっぱり、野球がうまくなりたいからグローブにしようかなぁ。

　そうだね。全部買えないとすると、どれかを選ばないといけないよね。
町の行財政改革でも「『あれもこれも』から『あれかこれか』へ」ということをポイント
の１つとして掲げています。
　今後は、今までの事業をすべてやることは難しいので、本当に必要な事業のみを選択し
たうえで、それらに資源を重点的に投入していくこととしています。

　そうね。本当に必要なもの、本当に住民が望んでいるものを選び、そこに人やお金
を集中させていくことが大切だと思うわ。
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健康のページ健康のページ

　最近、ノロウイルスに汚染された食物を食べて、激しいおう吐と下痢を呈する急性胃腸炎の集団発生が各
地で発生しています。死亡者も出ていますので、注意が必要です。

★ノロウイルスとは・・・
　人の腸の中で増殖するウイルスで、他の食中毒細菌（Ｏ -157 など）と異なり、食品の中では増えま
せん。人から排出されたウイルスは、河川を経て海へたどり着き、カキなどの二枚貝の内臓に蓄積さ
れます。熱に弱く、十分な加熱で死滅するウイルスです。

★ノロウイルス食中毒について
・潜伏期間：２４時間～４８時間

・主な症状：おう吐・下痢　発病当初に激しい症状を起こす。下痢・吐き気・腹痛・３８度以下の発
　　　　　　熱など、風邪とよく似た症状が現れる。

・経　　過：一般的に軽症で２～３日で回復するが、回復後もしばらくはウイルスの排出が続くた
　　　　　　め、二次感染の危険性は残っている。注意が必要。（※感染したとしても全員が発症す
　　　　　　るわけではなく、発症しても風邪に似た症状だけですむ人もいます。）

・かかりやすい人：抵抗力が落ちている人(高齢者)・乳幼児
・発生のピーク：１月～２月

★怖い二次感染
　ノロウイルスによる食中毒では、生ガキなどの二枚貝だけでなく、パンなどの食品からも感染する
ことがあります。そのわけは、ノロウイルスは、感染した人の糞便やおう吐物などから感染する場合
も多いためです。
　ノロウイルスに感染した人の糞便やおう吐物などを処理する際に、人の手・ぞうきん・バケツ・洗
い場などにノロウイルスが付着し汚染されます。それらが乾燥すると、ノロウイルスが空気中に漂っ
て人や手を介して食品を汚染します。これが二次感染です。その汚染された食品を摂取することによ
り食中毒が発生し、次々と感染が広がっていきます。施設や家庭での衛生
管理が不十分だと、集団食中毒の発生につながります。

　
★効果的な予防法

・ ノロウイルスはアルコール(エタノール)や逆性石けんでは消毒の効き目がありません。つ
まり消毒薬が効かないということになります。まずは『徹底した手洗い』が基本になりま
す。

・糞便・おう吐物の処理をする際には細心の注意を払わなければなりません。
　処理の際には必ず使い捨てのビニール手袋をはめてから処理作業にあたりましょう。使っ
た手袋やオムツ、拭った後の紙や布などはビニール袋などに密封してその都度捨てましょう。
また、ぞうきんなどで拭き取った後も同様に処理し、必ずぞうきんごと密封して捨てましょう。

（引用：六日町地域振興局ホームページより）

ノロウイルス食中毒に気をつけて !!
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健康のページ健康のページ

70歳はつらつ教室ご案内
　人生の節目、70歳を迎えられた皆様いかがお過ごしでしょうか。
　このたび、あさぎり町では昭和９年 4月 2日から、昭和１０年 4月 1日生まれの方を対象に「70歳はつら
つ教室」を開催いたします。70歳同級生の方の、たくさんのご参加をお待ちしています。尚、校区ごとの開
催としますが都合でご自分の校区に参加できない場合は他の会場での参加もできますので、多くの方のご来場
をお待ちしております。

記

１．日　程

２．時　間　　　いずれも午後 1時 30分から 3時まで
３．内　容　　　講演「薬と健康」
　　　　　　　　講師：人吉球磨薬剤師会派遣講師　平井孝一 先生　
　　　　　　　　＊ その他　「痴呆予防・体力向上のためのポイント」　など簡

単な実技を含めて紹介します。（当日は、椅子を用意します。）

問合せ先　あさぎり町　高齢総合課
　　　　　担当：上村、濱本（☎４５－７２１５）

校　区　名 期　　　日 会　　　場
免　　　田 2月　8日（火） 免田保健センター

上 2月17日（木） 上保健センター
深　　　田 2月24日（木） せきれい館
岡　　　原 3月　3日（木） ふれあい福祉センター
須　　　恵 3月　9日（水） 須恵コミュニティセンター

高
齢
者
歯
科
講
演
会
の
ご
案
内

　

高
齢
に
な
る
と
歯
も
老
化
し
、
食
物
を
咬
む
と
い
う
本
来

の
働
き
が
弱
く
な
り
、
栄
養
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
口
の
中
の
衛
生
状
態
が
悪
い
と
気
道
感
染
を

起
こ
し
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
含

め
、
介
護
予
防
の
意
味
か
ら
も
「
口
腔
ケ
ア
」
は
重
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
歯
を
で
き
る
だ
け
長
く
保
ち
た
い
方
、
入
れ
歯
で

も
楽
し
く
食
事
を
楽
し
み
た
い
方
、
高
齢
者
と
同
居
で
、「
口

腔
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
」
な
ど
、
多
く
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
．
期　

日　

２
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
ま
で

２
．
場　

所　

あ
さ
ぎ
り
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　

研
修
室
（
免
田
）

＊
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

３
．
内
容　
「
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
」

４
．
講
師　

　
　

免
田
町
山
村
歯
科
医
院
々
長　

山
村
礼
二
先
生
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健康のページ健康のページ

介
護
者
の
つ
ど
い
開
催
の
お
知
ら
せ

　

住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
思
い
を
大
切
に
介
護
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
介
護
疲
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

《
実
施
日
程
》

　

日　

時　

平
成
17
年
２
月
14
日
（
月
）　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　

場　

所　

あ
さ
ぎ
り
町
免
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　

内　

容　

介
護
を
な
が
続
き
さ
せ
る
た
め
に

《
現
在
、
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
》

　

介
護
疲
れ
や
介
護
の
大
変
さ
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
方
と

語
り
合
い
を
し
ま
せ
ん
か
？

・
介
護
を
す
る
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
知
り
た
い
。

・
困
っ
た
と
き
に
相
談
し
悩
み
を
聴
い
て
く
れ
る
人
が
ほ
し
い
。

・
こ
の
大
変
さ
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

《
以
前
、
介
護
を
さ
れ
て
い
た
方
へ
》

　

介
護
し
て
き
た
経
験
を
だ
れ
か
に
伝
え
た
い
。

　

相
談
相
手
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
ん
な
思
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、「
介
護
者
の
つ
ど
い
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

《
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
》

　

あ
さ
ぎ
り
町
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
５
‐
７
２
３
１　
　
　

担
当
：
尾
方
・
松
本

　今年度より確定申告等の時期にあわせて１年間
の保険料の納付額を記載した「国民年金保険料の
納付額のお知らせ」を被保険者に年１回発行する
こととなりましたのでお知らせいたします。

① 　対象者
　租税申告の対象となる年の1月1日から12月
31日までの間に保険料を納付した方（死亡者や不
在者を除く）を対象に作成されます。

②　発送時期　
・ 平成１６年分については、
　平成１７年２月１５日から平成１７年２月２５
日までの間に順次発送

・ 平成17年分以降については、
　１月１日から９月末日（末日が休日の場合は翌
日）までの間に保険料の納付があった方…11月上
旬発送

１０月１日から１２月３１日までの間にその年に
初めて保険料の納付があった方…翌年２月上旬発
送

③　再交付
　紛失した場合等については、社会保険事務所に
おいて再交付することが出来ます。

お問い合わせ先　あさぎり町町民課　国保年金係
☎４５-７２１３（直通）

国民年金保険料の納付額のお知らせの発行について



18



19



ゴ
ミ
を
な
く
し
て
い
い
町
に
し
よ
う

岡
原
小
学
校　

４
年　

牟
田
元
気
く
ん

　

ぼ
く
は
、
し
ょ
う
来
、
あ
さ
ぎ
り
町
が
ポ
イ
捨
て

を
せ
ず
に
、
ゴ
ミ
が
な
い
、
い
い
町
に
な
っ
て
い
れ

ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
わ
け
は
、
今
ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
住
た
く
に

あ
る
空
地
に
は
、
お
か
し
の
は
こ
や
、
ふ
く
ろ
、
ガ

ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
、
き
た
な

い
か
ら
で
す
。
空
カ
ン
も
落
ち
て
い
ま
す
。

　

そ
う
合
の
学
習
で
一
学
期
に
ゴ
ミ
拾
い
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
み
ぞ
な
ど
に
空
カ
ン

と
か
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
み
ぞ

に
入
っ
た
り
し
て
空
カ
ン
を
拾
い
ま
し
た
。

　

拾
う
時
は
い
や
だ
な
と
思
っ
た
け
ど
、
拾
っ
て
き

れ
い
に
な
っ
た
と
き
は
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
み
ん
な
で
ポ
イ
捨
て
と
か
を
せ
ず
に
ゴ
ミ
が
な
い

町
に
し
た
い
と
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
ゴ
ミ

を
ポ
イ
捨
て
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
あ
さ
ぎ
り
町
に
住
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
、「
あ
さ
ぎ
り
町
の
将
来
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
・
絵
画
を
町
内
小
・
中
学
生
を

対
象
に
募
集
し
ま
し
た
。
多
数
の
素
晴
ら
し
い
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
毎
月
優
秀
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

部
活
動
紹
介

◆
上
中
学
校　

野
球
部

　

上
村
中
学
校
野
球
部
は
、
部
員
数
８

名
の
少
人
数
で
す
が
、
塩
山
武
陵
先
生

や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ブ
レ
ッ
ト
コ
ー
チ
の
指
導

の
も
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、
時
に
は

厳
し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
11
月

に
行
わ
れ
た
郡
市
大
会
で
は
３
位
の
成

績
を
収
め
る
な
ど
実
力
の
あ
る
チ
ー
ム

で
す
。

　

犬
童
投
手
を
中
心
と
し
た
守
り
の

チ
ー
ム
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
皆
越
光
誠

さ
ん
（
石
坂
）
の
目
標
は
「
優
勝
旗
を

取
り
戻
す
事
‼
」
と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

◆
免
田
中
学
校　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

免
田
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
女
子
は
、
１
年
生
５
人
、
２
年
生
８

人
の
計
13
人
。
顧
問
の
多
武
さ
と
み
先

生
、
役
場
に
勤
め
る
富
永
史
彦
コ
ー
チ

の
指
導
を
受
け
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

１
月
に
行
わ
れ
た
郡
市
大
会
で
は
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
富
永
コ
ー
チ

は
「
元
気
が
も
う
少
し
欲
し
い
」
と
語

り
、
多
武
先
生
は
「
日
々
の
練
習
の
積

み
重
ね
か
ら
精
神
的
に
も
強
く
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム

を
率
い
る
上
田
円
香
さ
ん
（
黒
田
）
は

「
中
体
連
優
勝
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

20

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
、

あ
さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町
の

福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
16
年
12
月
１
日
〜
12
月
末
日
受

付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

校
区　

寄
附
者 

故
人

須
恵　

恒
松　

民
一 

恒
松
オ
キ
ワ

岡
原　

星
原　

澄
子 

星
原　

一
郎

上　
　

瀬
﨑
ヤ
エ
子 

瀬
﨑　

光
志

免
田　

蓑
田　

洋
子 

蓑
田
マ
ス
エ

上　
　

上
村
く
み
子 

上
村　

光
輝

免
田　

中
村
昭
十
七 

中
村
ハ
ル
エ

上　
　

國
政　

節
子 

國
政
孝
太
郎

免
田　

池
田　

是
男 

池
田
ス
ミ
ヨ

深
田　

宮
原　

信
一 

宮
原　

ツ
ギ

免
田　

尾
方
ト
ラ
ノ 

尾
方　

益
義

上　
　

本
郷
シ
ヅ
ノ 

本
郷　
　

忠

上　
　

深
水　
　

巖 
深
水　

房
子

深
田　

深
水　

功
一 
深
水　

岸
男

（
神
奈
川
在
住
）

上　
　

和
田　

信
義 

森　

ミ
ツ
エ

（
大
阪
在
住
）

免
田　

土
屋　

利
勝 

坂
本　

文
夫

（
愛
知
在
住
）

一
般
寄
附

ハ
イ
ヒ
ー
ル
会　

会
長　

富
田
か
ず
子

あさぎり町の将来
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ほー
びゃーです！

サンフラワーコール結成10周年記念
コンサートのお知らせ

「自然を大切に　　　　　

笑顔が絶えない町へ」

上中学校　１年　本郷佑紀乃さん

わたしたち

サンフラワーコール
（代表　椎葉八重子さん）

　サンフラワーコールは、平成６年に須恵小学校ＰＴＡ母親部
会がきっかけとなり結成されたコーラスグループで10周年を
迎えました。
　現在会員は20名で、毎週水曜日午後８時から10時まで、
多良木町のピアノの先生をされており、伴奏をしていただいて
いる石尾ゆかり先生宅で練習をされています。球磨養護学校
教諭で声楽を専門的に学ばれた宮澤秀樹先生に指導いただき
本格的な練習を積まれています。
　３月に行われる結成10周年記念コンサートのため今年から
週２回の練習に励まれ、この日も「ふるさと四季のメドレー」
から「村祭り」や「紅葉」などの練習をされていました。

あ
さ
ぎ
り
町
の
将
来

免
田
中
学
校
２
年　

山
下
貴
也
さ
ん

　

僕
の
理
想
の
あ
さ
ぎ
り
町
の
将

来
は
、
町
の
人
々
が
住
み
や
す
い

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
ず
、
町
の
人
た
ち
が
す
み
や

す
い
町
に
す
る
に
は
ゴ
ミ
を
減
ら

す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
こ

う
思
っ
た
の
は
町
か
ら
ゴ
ミ
を
な

く
す
と
空
気
が
き
れ
い
に
な
る
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

僕
が
小
学
生
で
、
ま
だ
免
田
町

の
時
全
校
生
徒
で
町
の
ゴ
ミ
拾
い

を
し
ま
し
た
。
町
に
は
タ
バ
コ
の

す
い
が
ら
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
袋
、

空
き
缶
な
ど
色
ん
な
物
が
捨
て
て

あ
り
ま
し
た
。ゴ
ミ
拾
い
が
終
わ
っ

て
み
ん
な
が
集
め
た
ゴ
ミ
は
、
ゴ

ミ
袋
に
入
れ
て
み
る
と
袋
が
６
袋
ほ

ど
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
僕
は

驚
き
ま
し
た
。
そ
の
時
僕
は
ゴ
ミ
を

減
ら
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
五
つ
の

町
村
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
免

田
町
の
時
よ
り
も
も
っ
と
ゴ
ミ
が
多

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

な
の
で
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
町
の
人
た

ち
は
も
っ
と
住
み
や
す
く
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

で
も
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
は
い
い
所

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
い
い
所

は
植
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
で
す
。

町
の
花
で
あ
る
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
は
遠

足
な
ど
で
行
っ
た
時
に
見
て
み
る
と

と
て
も
き
れ
い
な
花
だ
な
と
思
い

ま
す
。

こ
の
花
を
も
っ
と
町
に
増
や
す
と

町
の
人
た
ち
は
い
い
気
分
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
、
上
に
あ
る
ビ
ハ
公
園

に
は
た
く
さ
ん
の
木
々
が
生
い
し

げ
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
と
き
、
僕
は
ビ
ハ
公
園

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。
僕
は

朝
に
な
り
起
き
て
テ
ン
ト
か
ら
出

て
気
持
ち
良
く
朝
を
む
か
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

町
の
人
た
ち
は
気
持
ち
良
く
朝

を
む
か
え
ら
れ
る
ん
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
自
然

の
中
に
公
園
も
あ
る
と
、
こ
れ
か

ら
の
子
供
た
ち
に
遊
び
方
の
知
識

な
ど
が
自
然
と
身
に
つ
く
と
思
い

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も

作
り
老
人
の
方
が
た
が
あ
ま
り
つ

か
れ
な
い
よ
う
に
体
に
あ
ま
り
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
多
く

の
老
人
ホ
ー
ム
を
作
っ
て
み
る
と

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
僕
の
理
想
の
あ
さ
ぎ
り

町
で
す
。

３月 21日（月）春分の日振替休日
時間　午後６時 30分開場　午後７時開演
場所　須恵文化ホール
　皆様ご家族で、ご近所でお誘い合わせの
うえぜひ足をお運びください。
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あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

Asagiri  Information

日　

時　

２
月
８
日
（
火
）
午
前

　
　
　
　

10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場　

所　

白
寿
荘

担
当
者　

 

法
務
局
職
員
・
人
権
擁

護
委
員

　

こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○ 

家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
嫁
、

姑
な
ど
）
の
こ
と
で
な
や
ん
で

い
る
と
き

○ 

相
隣
関
係
（
通
行
、
排
水
、
境

界
、
な
ど
）
で
困
っ
て
い
る
と

き
○ 

借
地
、
借
家
な
ど
で
困
っ
て
い

る
と
き

○ 

相
続
、遺
言
な
ど
で
な
や
ん
で
い

る
と
き

○ 

人
権
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る

と
き

○ 

金
銭
問
題
（
保
証
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
、
サ
ラ
金
な
ど
）
で
困
っ
て

い
る
と
き

○ 

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
で
な
や
ん
で
い
る

と
き

　

も
よ
り
の
法
務
局
（
人
吉
支

局
）
と
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で

は
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

☎
２
２
‐
３
３
９
３

（
人
吉
支
局
）

あ
さ
ぎ
り
町
人
権
擁
護
委
員
は
次

無
料
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

第
３
回　

交
流
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
陶
芸
体
験

や
魚
釣
り
、
ク
ッ
キ
ン
グ
交
流
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
い
つ
か

は
自
然
い
っ
ぱ
い
の
中
で
暮
ら
し

て
み
た
い
な
と
い
う
、
鹿
児
島
・

宮
崎
県
の
独
身
女
性
が
参
加
し
ま

す
。

　

あ
な
た
も
、
そ
ん
な
女
性
の
イ

ベ
ン
ト
体
験
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
す

る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
す
て
き

な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

２
月
19
日
（
土
）
〜

　
　
　

20
日
（
日
）
一
泊
二
日

場
所　

 

ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
及

び
町
内
各
所
辺

参
加
費
用　

別
途

対
象　

25
才
以
上
の
独
身
男
性

＊ 

参
加
者
に
は
、
陶
芸
体
験
な
ど

の
講
習
会
を
受
け
て
頂
き
ま

す
。

定
員　

５
名

＊ 

応
募
多
数
の
場
合
は
申
し
込
み

の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

募
集
締
切　

２
月
10
日
㈭
必
着

日
程

　
「
相
続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月

間
」
と
し
て
、
相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

日
時　

２
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場
所　

 

イ
ス
ミ
本
店
地
下
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

人
吉
市
九
日
町
87
番
地　
　
　
　

☎
２
２
‐
４
３
１
６

相
談
内
容　

相
続
登
記
、
そ
の
他

登
記
全
般
、
裁
判
所
へ
の
訴
訟
、
多

重
債
務
問
題
等

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

司
法
書
士　

赤
池
利
光
事
務
所

人
吉
市
新
町
１
番
地　
　

☎
２
２
‐
２
７
２
１

１
日
目

13
時
00
分　

集
合

13
時
00
分　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

14
時
00
分　

自
然
散
策
・
魚
釣
り

16
時
00
分　

ク
ッ
キ
ン
グ
タ
イ
ム

18
時
00
分　

 

夕
食
の
準
備
と
交
流

会

20
時
00
分　

 

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

に
て
就
寝

＊
女
性
参
加
者
の
み

２
日
目

８
時
00
分　

朝
食

９
時
00
分　

陶
芸
体
験

10
時
00
分　

フ
リ
ー
タ
イ
ム

12
時
00
分　

昼
食

13
時
30
分　

解
散

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
８
‐
０
４
０
８

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田

東
１
１
９
９
番
地

あ
さ
ぎ
り
町

　

商
工
観
光
課　

担
当
：
竹
下

☎
０
９
６
６
‐
４
５
‐
７
２
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
６
‐
４
５
‐

３
６
６
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
-takeshita@

asagiri.jp

受
付　

平
日

　
　
　

９
時
00
分
〜
17
時
00
分

無
料
相
談
所
開
設

の
方
々
で
す
。

岩
崎　

熊
六
【
須
恵
】

　

☎
４
５
‐
５
２
１
４

川
邊　

昭
美
【
免
田
】

　

☎
４
５
‐
０
０
３
１

松
本　

芳
子
【
上
】

　

☎
４
５
‐
０
０
０
１

西　
　

誓　

【
深
田
】

　

☎
４
５
‐
４
７
２
５

坂
本　

哲
郎
【
深
田
】

　

☎
４
５
‐
１
６
７
９

上
田　

昭
子
【
岡
原
】

　

☎
４
５
‐
３
０
２
２

お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
役
場　

町
民
課

　

☎
４
５
‐
７
２
１
３
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あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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タ
ー
代
表
）

〜
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
〜

応
募
数　

40
名　

募
集
期
間　

２
月
14
日
（
月
）
ま
で

　

人
前
に
で
る
機
会
が
増
え
た
方
、
人

前
で
話
し
下
手
な
方
、
職
場
や
地
域
で

役
員
を
し
て
不
安
が
あ
る
方
、
自
己
の

可
能
性
を
伸
ば
し
た
い
方
な
ど
お
気
軽

に
応
募
く
だ
さ
い
。

☆
昨
年
の
研
修
の
復
習
と
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
げ
た
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。）

応
募
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
先

男
女
共
同
参
画
球
磨
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
事
務
局

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
総
務
企
画
課

（
人
吉
保
健
所
内
）　

☎
２
２
‐
３
１
０
７
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

せ
き
れ
い
館
自
主
文
化
事
業

の
お
知
ら
せ

　

せ
き
れ
い
館
自
主
文
化
事
業
と
し
て

読
み
聞
か
せ
講
座
な
ど
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

期
日　

平
成
17
年
３
月
６
日
（
日
）

場
所　

 

深
田
校
区
公
民
館
「
せ
き
れ
い

館
」

内
容　

読
み
聞
か
せ
講
座
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
先　

あ
さ
ぎ
り
町
生
涯

学
習
課
☎
４
５
‐
７
２
２
７

所得税の確定申告は自分で書いてお早めに
　平成１６年分の所得税の確定申告は、平成１７年２月１６日（水）から始まります。
　申告期限は３月１５日（火）ですが、期限間近になりますと税務署の窓口は大変混雑し、
長時間お待ちいただくことにもなりかねません。
　確定申告書は、昨年一年間の所得と税額を正しく計算して記載し、お早めに申告と納税を
行ってください。確定申告書の提出は郵送等でも結構です。
　なお、事業所得、不動産所得または山林所得のある白色申告者の方は、確定申告書に「収
支内訳書」を添付することが義務付けられています。
　詳しくは、人吉税務署にお気軽にお尋ねください。
（注）個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定申告と納付の期限は、３月３１日(木)
です。

～土地や建物を売られた方～
　平成１６年中に土地や建物を売った方も事業所得者の申告と同様に申告納税制度をとって
います。土地や建物を売った価格、それを買った時の価格などは正確に自分で書いて申告と
納税を済ませましょう。
　土地や建物などを売ったときの税金などについてお分かりにならないことがありました
ら、人吉税務署にお気軽にお尋ねください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人吉税務署　　　　☎２３－２３１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさぎり町税務課　☎４５－７２１２

下
水
道
管
渠
点
検
に
伴
う

交
通
規
制
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
と
お
願
い
）

　

球
磨
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

球
磨
川
上
流
流
域
下
水
道
の
上
幹
線
の

管
渠
点
検
作
業
（
高
圧
洗
浄
等
）
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
作
業
は
、
毎
日

夜
間
に
行
い
、
作
業
終
了
後
は
道
路
規

制
を
解
除
し
、
通
常
の
通
行
状
態
に
復

旧
し
ま
す
。

点
検
区
間　

上
幹
線
３
０
９
０
ｍ
、
あ
さ

ぎ
り
町
上
北
（
旧
上
村
役
場
）
〜
免
田
東

二
子
（
県
道
皆
越
免
田
線
、
県
道
多
良
木

相
良
線
、
町
道
二
子
下
線
）

作
業
期
間　

平
成
17
年
２
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

２
月
８
日
（
８
日
間
）

作
業
時
間　

 

午
後
９
時
〜
翌
朝
６
時
ま

で

交
通
規
制　

片
側
交
互
通
行
規
制

　

期
間
中
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

㈶
熊
本
県
下
水
道
公
社　

球
磨
川
上
流

浄
化
セ
ン
タ
ー
☎
３
８
‐
０
２
７
９

「
第
２
弾　

キ
ャ
リ
ア
・

ア
ッ
プ
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
す

日
時　

２
月
23
日
（
水
）　

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
寺
ま
で

会
場　

錦
町
役
場
３
階
会
議
室

内
容　

講
師
：
林
田
美
恵
子
氏
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン



広報
N

o.2
2

●
発
行
責
任
者
／
あ
さ
ぎ
り
町
長
　
犬
童
　
卓
一
郎

●
発
行
部
局
／
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
　
企
画
財
政
課
　
広
報
広
聴
係

　
〒
868-0408 熊

本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東
1199番

地
　
TEL（

0966）45-1111㈹
　
45-7211()直　

FA
X45-3667　

●
印
刷
／
㈲
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

古紙配合率　100%

編集後記

あさぎり町の人口
（１月 1日現在）

総　数： 18,221 人
世帯数：5,743 世帯
　　男：8,637 人
　　女：9,584 人

行政区紹介⑲『八
は ち ま ん

幡町』

① 　八幡神社は、岡留熊野座神社の末社で、御祭神

は、誉
ほんだわけのみこと

田別尊（応神天皇）外二柱で、毎年 10月
15 日に大祭が開催されます。元は吉井権現の西
方禰宜島にありましたが、延法２年（1674）台
風で社殿が破損し、吉井権現と同時に下本町に遷
座され、昭和３年に現在地に移され、昨年 10月
15日に社殿が改築されました。

　先日、あさぎりマップ片手にご利益、物産館巡りをしました。後日
筋肉痛により、いかに普段運動不足かを痛感しましたが、地域ふるさ
と再発見もいっぱいでした。もう少し暖かくなったら皆さんもいかが
ですか。
　年が明け広報誌担当も気分を新たに張り切っております。ご意見、
ご要望、情報提供そしてご愛読よろしくお願いします。
　インフルエンザや腸炎も流行しています。お互い気をつけてこの冬
を元気に乗り切りましょう。（五）

　世の中は韓国ブーム。韓国旅行に行かれる方々も多いようです。か
くゆう辛い物が苦手な私の友人もブームに乗って韓国に旅立ちます。
お土産に韓流グッズではなくもちろんキムチを頼んだ流行に疎い編集
者です。海外旅行といえば、スマトラ沖地震は大変な被害となり被災
者の方々に心からお見舞い申し上げます。町内でも危うく難を逃れた
方もいらっしゃるのではないでしょうか。地震も国内各地で発生して
います。日頃から防災意識をもち、少しでも「備えあれば憂いなし」
に努めたいと思います。（千）

①八幡神社

②免田中学校

② 　免田中学校は、昭和
22年４月に開校され、
当時の生徒数は 264
名でした。現在の生徒
数は 221 名で、21 世
紀を担う心豊かなたく
ましい生徒の育成に努
められています。

　八幡町地区は、人口 662 人、
世帯数228世帯（Ｈ17．１．１
現在）の行政区で、八幡神社（①）
や免田中学校（②）があります。

八幡地区

至　錦

至　多良木

球磨川

八幡神社

免田中学校

あさぎり町
役場

219

めんだ
〒

48

48


